
【エンドファイト（内生）放線菌の研究】

【モンゴルの植物の化学成分と生物学的活性】

BACKGROUND

【モンゴルの牧草植物の環境適応と成長】

本研究の目的は、科学的根拠に基づいて生物資源のユニークな特徴を発見することである。モンゴルの生物資源は、冬と夏だけでなく、昼夜の温度変化、干ばつ、塩分や肥沃度の低い土壌、砂漠
などの厳しい気象条件や環境に適応している。最新のコンスペクタス（Urgamal et al.2014）によると、モンゴルの牧草地では、112科683属に属する3127種とその下の特定の分類群が含まれている。
家畜は約1250種の植物を食べており（Ulziikhutag, 1984）、そのほとんどが薬用植物である。本研究は、モンゴルの植物の化学成分と生理活性の研究、モンゴルの植物からの有用遺伝子の検出、モ
ンゴルのエンドファイト放線菌の研究という、相互に関連する3つの分野から構成されている。さらにモンゴルの生物資源から得られた研究成果をもとに科学的に証明された革新的な製品を生み出す
ことを目的にしている。

【革新的な製品】

Apocynum 
pictum

Oxytropis 
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A total of 17 new compounds

3 oleanane -type 
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1 quaiane-type 
sesquiterpene 

Compounds 1-36 Compounds 37-47 Compounds 48-69 Compounds 70-90

A total of 90 compounds

製品名: UNIQARE
効能:抗生物質耐性菌と口腔
内病原菌に対する抗菌

製品名: AntiPi
効能:喉の抗炎症作用

製品名: LIVEPRO
効能: スカンビオサ・コモ
サから抽出された肝臓保
護薬を含む植物エキス

製品名: Huurul 
効能: : スカンビオサ・コ
モサから抽出された二日
酔い防止ドリンク

製品名: Anti-MRSA 
ointment 
効能:メチシリン耐性黄色ブ

ドウ球菌が引き起こす皮膚
の化膿性炎症を改善するオ
イル

本研究では、モンゴルの生物資源を使った製品を作ることを計画しており、モン
ゴルの産業創出に貢献することができると考えている。

Inhibitory  activity  against Trypanosoma congolense
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Isolated from aerial parts

Trypanosomosis is an infectious disease caused by species of Trypanosomes
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Isolated from roots
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植物は、成長を促進する代謝物、昆虫や害虫の忌避剤、植物病原体に対す
る抗菌剤、ストレス条件下での保護剤など、様々なものを生産している。
また、エンドファイトはユニークな二次代謝産物を生産する可能性を秘め
ており、製薬、農業、その他の産業で活用することができる。植物のエン
ドファイト生物の代表的なものに放線菌がある。

本研究では、モンゴルの薬用・飼料用植物から1000種類以上のエンドファイト放線菌を分離し、抗菌活性、抗酸化
活性、クォーラムセンシング活性などの生物活性の研究を行っている。生物学的に活性な放線菌を選択し、放線菌
の種を特定して活性化合物の化学組成を調査している。
最新の研究では、 “Comarum salesowianum”というモン
ゴルの薬用植物から新種の放線菌が発見することができ
た。

放線菌は自然界に広く分布する微生物で、生物活性のある二次代謝産物を数多く分泌する。近年、植物に生息する
エンドファイト（内生）放線菌には、生物活性化合物が豊富に含まれていることが明らかになっている。エンドフ
ァイトとは、植物の内部組織に無菌状態で生息する微生物のことである。
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